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【間3】双方向リスト(直前と直後の両方のセルを指している線形リスト)の 中のあるセルヘのポインタPが与え
られたとき,以下の図に示すように,pが 指すセル自身を削除する定数時間のアルゴリズムが実現できる,

p―ンprev■ Ous p―>element
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(b)消去した後のリス トの状態

上記の手法によリリス トの要素を削除するプログラム (および構造体 struct ce■lの 定義)を 以下に示
す・こつプログラムの空欄(1)～(4)に入るべき適切な記述を,選択肢 (a)～(t)の中から選べ.なお,
リス トが 空 (つ ま り init一 NULL)お よ び消 去 す べ きセ ルヘ の ポ イ ン タが 空 (つ ま り p一 NULL)の 場

合は考えなくてもよいものとする (20点).

struct ce■1 {

■nt elemetlti

struct ce■ ■ *nOxt, *previOus;｀

};

struct cell *de■ et6(struct cel■  *P, struct ce■ ■ ネinit)

{
if(p == init) init =

e■Se    (2)    = l   lll~l

if(p―>五ёxt i= Nむ LL)

l_111) |二

frec(P),

return init,

}

(1)～(4)の選択肢:

【問4】 2分探索本に関して,以 下の問いに答えよ。(15点)

(1)甲,4に示す2分探索木を構成するには,7 1Elの整数データ1,二,5,7,9,11,13
をどのような順番で挿入 (INSERT)すればよいかを答えよ.

(2)図 4の 2分探索本に対して,以 下の操作を順に適用 したときの本の変化の様
子を順を追って示せ,
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ノ*リ ス トの先頭を消去すると

リス トの先頭以外を消去すると

リス トの末尾以外を消去すると
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p―>nettt

(a)Pの 指すセルを消去する

(a)p  (b) init  (c)p― >e■ement  (d)P― >next  (e)P― >previOus  (f) init― )o■ement

(g) inil■,next  (h)i・tit=>previOllS  (1)p―>next―>e■eme五t  6)p―>next―>next
(k)p― nゝe豊 …>previOus  ll)p― >previOus― >o■ eIIlent  (IIll)p― >previOus― >next

(ll)p‐ >PreViOus― >previOus  (o) init― >next― >e■e■lent  (p) init― >next=)next

(q) init‐ )noxt― >Previous  (r) init… >preャ ious―>e■elnent  (s) init― >previous― >next

(t) init一 >Previous― bprevious

10を 挿入 → 7を 削除
図 な 完全 2分 探索木


